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現在、佐倉市本庁舎の耐震性に問題があり、

改修の必要が出ています。「耐震補強なら７

億円、建替えなら34億円」との市の積算です。

しかし、それを市民に十分公表せずに、市役

所内部で独断で決めようとしています。

建替えは高価であり、経済的な耐震補強を選

択すべきと思います。しかし、このことは市

民に知らされていません。市民の意見を広く

聞くべきです。

第
60
号
を
迎
え
、
こ
れ
ま
で
の
多

く
の
皆
様
の
ご
支
援
に
深
く
感
謝
い

た
し
ま
す
。
今
後
の
更
な
る
ご
指
導

御
鞭
撻
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
官
官
接
待
の
追
及
、

税
金
の
無
駄
遣
い
防
止
、
職
員
給
与

の
是
正
、
入
札
改
革
、
新
庁
舎
建
設

反
対
、
環
境
問
題
、
原
発
問
題
、
官

民
格
差
是
正
な
ど
に
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。
（
次
頁
の
表
に
各
号
の
主

な
内
容
を
示
し
ま
す
）

60
号
発
行
を
機
に
、
今
後
の
佐
倉

市
民
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
の
活
動
基
本
方

針
を
紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

１
．
人
権
保
護

①
市
民
の
権
利
を
確
立
し
、
市
民
主

権
を
実
現
し
、
住
民
自
治
を
進
め
人

権
を
守
る
。

②
自
由
、
平
等
、
平
和
を
目
指
す
。

③
市
民
の
幸
福
、
安
心
を
優
先
し
、

経
済
成
長
を
最
優
先
と
は
し
な
い
。

④
住
民
か
ら
の
相
談
に
積
極
的
に
応

じ
る
。

２
．
情
報
公
開

①
情
報
公
開
を
進
め
、
税
金
の
無
駄

遣
い
を
無
く
し
、
市
民
の
生
活

向
上
を
目
指
す
。

②
市
社
協
、
商
工
会
議
所
、
み

ど
り
の
銀
行
（
基
金
）
等
の
情

報
も
公
開
す
る
。

③
議
会
の
情
報
公
開
も
進
め
る
。

３
．
格
差
是
正

①
官
民
格
差
、
経
済
的
格
差
、

男
女
の
格
差
等
を
無
く
し
て
ゆ
く
。

②
公
務
員
ポ
ス
ト
は
都
度
、
公
募

と
す
る
。

４
．
エ
ネ
ル
ギ
ー

①
持
続
可
能
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

を
進
め
、
脱
原
子
力
発
電
を
実
現

し
、
環
境
を
保
護
す
る
。

５
．
地
方
分
権

①
市
民
参
加
条
例
制
定
の
検
討
を

す
る
。

②
地
方
政
治
も
比
例
代
表
制
選
挙

を
目
指
し
、
政
治
へ
の
参
加
者
を

増
や
す
。

③
勤
労
者
も
立
候
補
で
き
る
よ
う

に
、
議
会
は
夜
間
、
土
日
に
開
催

す
る
（
平
日
の
日
中
は
開
催
し
な

い
）
。
そ
し
て
、
地
方
議
員
の
姿

（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
化
等
）
に
関
し

前
向
き
に
検
討
し
て
ゆ
く
。
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１頁 市民に知らされていない庁舎改修

本紙が第60号を迎える
２頁 衆院選結果を考える

60号までの主な記事
３頁 副市長退任の真実

いじめ防止条例
老化予防で大学との連携強化を
格差是正にワークシェアリング

４頁 11月議会概要
請願は身近な政治参加
門松カード

佐倉市は本庁舎の改修「補強7億円か、建替34億円か」を
市民に知らせずに決めようとしている

改修が必要な佐倉市本庁舎

代表 藤崎良次

佐
倉
市
民
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
情
報
は
60
号
を
迎
え
ま
し
た

オンブズマンとは

本来は、直訴人の仲介役

です。「行政苦情の解決や

行政の適正運用、人権保護
のために行動する人」であ

り、市民の味方になります。

各種の御相談は下記連絡先
にどうぞ。

◆
ま
た
も
市
民
は

蚊
帳
の
外
？

平
成
23
年
度
の
耐
震
診
断

の
結
果
を
受
け
、
去
年
４
月

に
「
佐
倉
市
庁
舎
整
備
検
討

委
員
会
」
が
立
ち
上
げ
ら
れ

た
。同

委
員
会
に
つ
い
て
は
、

「
広
報
さ
く
ら
」
で
も
市
民

に
ま
っ
た
く
知
ら
さ
れ
て
い

な
い
。
資
産
管
理
経
営
室
長

を
委
員
長
に
、
十
八
名
の
市

職
員
の
み
で
、
外
部
の
専
門

家
な
ど
第
三
者
も
一
切
入
っ

て
い
な
い
。

◆
建
て
替
え
よ
り

耐
震
補
強
を

本
庁
舎
の
耐
震
補
強
費
用

は
７
億
円
で
あ
り
、
工
事
期

間
は
設
計
も
含
め
て
約
３
年

間
で
20
年
持
つ
。

一
方
、
建
て
替
え
費
用
は

34
億
円
、
工
事
期
間
は
設
計

も
含
め
て
最
低
で
も
４
年
間

で
65
年
間
持
つ
と
の
試
算
だ
。

耐
震
補
強
で
は
年
間
換
算

で
３
５
０
０
万
円
の
負
担
だ

が
、
建
て
替
え
で
は
年
間
約

同
５
５
０
０
万
円
で
、
２
倍

近
い
経
費
が
掛
か
る
。

個
人
市
民
税
が
減
り
つ
づ

け
て
い
る
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、

コ
ス
ト
の
安
い
「
耐
震
補
強
」

を
選
ぶ
べ
き
だ
。

◆
立
派
な
庁
舎
は
時
代
遅
れ

来
年
度
か
ら
佐
倉
市
で
も

税
の
電
子
申
告
や
コ
ン
ビ
ニ

納
付
が
始
ま
る
。

市
民
が
わ
ざ
わ
ざ
市
役
所

に
足
を
運
ば
な
く
て
も
、
自

宅
の
パ
ソ
コ
ン
や
近
く
の
コ

ン
ビ
ニ
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な

手
続
き
が
簡
単
に
で
き
る
時

代
が
目
前
で
あ
る
。

耐
震
補
強
を
先
行
さ
せ
、

本
庁
舎
の
本
格
的
建
て
替
え

は
、
20
年
後
で
よ
い
の
で
は

な
い
か
。

◆
ま
ず
市
民
に
情
報
を

庁
舎
整
備
と
い
う
重
大
問

題
が
市
の
Ｈ
Ｐ
の
ト
ッ
プ
ペ
ー

ジ
か
ら
知
る
こ
と
も
で
き
な

い
！
こ
の
よ
う
な
状
況
の
ま

ま
で
、
今
年
度
中
に
結
論
を

だ
す
と
い
う
。

建
て
替
え
と
決
ま
っ
た
時

点
で
広
く
市
民
の
声
を
聞
く

と
の
こ
と
だ
が
、
耐
震
補
強

か
建
て
替
え
か
を
含
め
て
、

広
く
市
民
の
声
を
聞
く
の
が

本
道
で
は
な
い
か
。
我
々
市

民
の
納
め
た
税
金
の
使
い
道

が
、
市
役
所
の
内
輪
の
議
論

だ
け
で
決
め
ら
れ
る
の
は
、

や
は
り
お
か
し
い
と
思
う
。

（
耐
震
診
断
結
果
に
つ
い
て

は
、
本
紙
58
号
参
照
）

市
民
に
知
ら
さ
れ
て
い
な
い

庁
舎
改
修
計
画



衆院選得票率 自民 公明 民主 維新 みんな 未来 共産 社民 国新 無所属他 合計
（小選挙区） 237 9 27 14 4 2 0 1 1 5 300議席

全国（％） 43 1.4 23 12 4.7 5 7.8 0.7 0.1 2.3 5,963万票

佐倉市（％） 32 0 30 21 0 8 5.7 0 0 2.5 87,259票

（比例区） 57 22 30 40 14 7 8 1 0 1 １８０議席

全国（％） 28 12 16 20 8.7 5.6 6.1 2.3 0.1 1.1 6,018万票

南関東（％） 26 11 17 19 12 6.3 5.9 1.9 0.3 764万票

千葉県（％） 26 11 19 19 11 6.6 5.6 1.7 0.3 290万票

佐倉市（％） 24 9.6 21 20 11 6.3 5.3 1.9 0.2 88,426票

　比例区得
票率（％） 自民 公明 民主 維新 みんな 未来 共産 社民 その他 幸福
北海道 26 11 18 13 5.9 3.1 7 1.9 大地14 0.4
東北 29 9.2 19 17 7.1 9 5.9 3.7 改革1.0 0.3
北関東 28 13 15 18 12 6 5.7 1.8 0.3
東京 25 10 15 20 12 6.9 7.4 2.1 改革1.4 0.3
南関東 26 11 17 19 12 6.3 5.9 1.9 0.3
北陸信越 32 8.4 19 19 7.5 4.9 5.7 3.5 0.4
東海 28 11 19 19 9 7.2 5.4 1.9 0.4
近畿 24 13 12 31 6.5 4.9 7.5 1.4 0.3
中国 35 14 16 18 6 4 5 2 0.4
四国 31 15 16 21 5 3.5 5.8 2.3 0.4
九州 30 16 15 18 6.4 3.9 5.1 4.5 国新1.1 0.5

平均 28.5 12.0 16.5 19.4 8.1 5.4 6.0 2.5 1.6 0.4

年月 号数 佐倉市民オンブズマン情報の主な記事
1999.3 3 佐倉市建築課の収賄事件は志津霊園と根は同じだ
1999.10 4 官官接待の住民訴訟へ取組む
2000.1 5 幻の白銀小学校の責任を問う
2000.4 6 入札改善で節税、落札価格１０％もダウン
2000.7 7 入札の予定価格事前公表効果あり
2000.10 8 白銀小建設　財政難は口実（５０億円を市に寄付）
2001.1 9 道路台帳作成業務は入札をすべき
2001.4 10 新庁舎建設費用２２０億円が判明
2001.7 11 西志津用地住民訴訟（１５億円請求）に取り組む
2001.10 12 新庁舎反対に取り組み、署名続々と届く
2002.1 13 新庁舎建設計画は白紙となる
2002.4 14 新庁舎建設は当面凍結へ
2002.7 15 市の収賄事件に対し住民訴訟に取り組む
2002.10 16 電磁波から児童と住民の安全を守る要望書提出
2003.1 17 学童保育が各小学校ごとの設置目標になる
2003.4 18 市議の市職員への介入対策をただす
2003.7 19 市職員給与は高すぎる（調整手当が１０％も高い）
2003.10 20 調整手当１０％は１７年も続いている（監査請求実施）
2004.1 21 調整手当は１００億円以上を払い過ぎている
2004.4 22 市職員への調整手当（年額７億円）の廃止を進めよう
2004.7 23 酒々井町との合併は住民投票が必要だ
2004.10 24 財務省内で財政学習会を開催
2005.1 25 振興協会の借金２０億円を市民に押し付けるな
2005.4 26 佐倉市振興協会への貸手責任は銀行にある
2005.7 27 佐倉市調整手当（お手盛り８％）は廃止すべきだ
2005.10 28 市内の米空母廃棄石綿濃度測定を要望し、実施へ
2006.1 29 市議会の録画再開を陳情したが議会は否決
2006.4 30 佐倉市議会の実情（カラスも白くする問責決議）
2006.7 31 国のキャリア職より高い市職員初任給
2006.10 32 談合は犯罪である。市の昨年度工事落札率は73％に。
2007.1 33 市議会のインターネット中継を求める陳情を提出。
2007.2 34 佐倉市民オンブズマンは入札改革に１０年間取り組んだ
2007.3 35 佐倉市民オンブズマン、１０年間の主な市政への取組み
2007.3 36 税金の無駄遣いを無くします
2007.7 37 選挙管理委員会の選挙を初めて実施する
2007.10 38 国民年金納付記録の保管状況を問いただす
2008.1 39 ゴミ処理有料化は何故か。市職員共済会補助は多すぎる
2008.4 40 道路特定財源は渡しきり財源で問題だ

2008.7 41 佐倉市の医療費助成はこれで良いのか？
2008.10 42 佐倉市の職員給与は6.9億円も国より高い
2009.1 43 市民の力で市議会を変えよう
2009.4 44 市議による市職員への働きかけに市民集会開催
2009.7 45 市職員退職金は2799万円で民間より1000万円高い
2009.10 46 講演会を開催「臓器移植の最近の状況」
2010.1 47 志津霊園問題は今後もチェックが必要
2010.4 48 佐倉市地域手当は年額６千万円も国基準を超過
2010.7 49 講演会実施「デンマークと日本の幸福度の比較」
2010.10 50 自治基本条例葉書アンケートを実施
2011.1 51 議員報酬引き下げを賛成し可決
2011.2 52 市民オンブズマンの８年間の追及で市職員給与６億円減
2011.3 53 入札改革への取組で、予定価格より５億円安く契約
2011.8 54 福島市内の放射線を測定
2011.10 55 原発問題の市内アンケート結果報告
2012.2 56 副市長二人制は市民に問うべきだ
2012.4 57 自然エネルギーは十分ある
2012.7 58 副市長辞任の問題点。本庁舎耐震診断結果報告
2012.11 59 ソーラー発電は土地に対する概念を変える力を持つ。

2013.2 60 市庁舎の改修は市民の意見を聞くべきだ
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第
46
回
衆
議
院
選
挙
は
12

月
16
日
に
行
わ
れ
、
自
民
・

公
明
連
合
が
圧
勝
し
た
が
選

挙
を
振
り
返
っ
て
み
た
い
。

「
協
力
と
仲
間
割
れ
」

自
民
・
公
明
連
合
は
仲
間

割
れ
せ
ず
に
協
力
し
、
小
選

挙
区
（
44
％
得
票
）
で
２
４

６
（
82
％
）
の
議
席
を
獲
得

し
た
。

一
方
、
現
野
党
側
は
民
主
、

維
新
、
み
ん
な
、
未
来
、
共

産
、
社
民
他
と
大
分
裂
し
て

惨
敗
し
た
。

し
か
し
、
何
と
言
っ
て
も

今
回
の
台
風
の
目
は
維
新
で

あ
り
、
比
例
区
（
全
国
合
計
）

で
民
主
党
を
４
・
４
ポ
イ
ン

ト
上
回
っ
た
。
（
下
表
参
照
）

同
近
畿
地
区
で
は
31
％
を

獲
得
し
、
自
民
党
を
７
ポ
イ

ン
ト
上
回
り
第
一
位
で
あ
っ

た
。
な
お
、
自
民
は
前
回
選

挙
に
較
べ
、
比
例
区
で
２
０

０
万
票
減
ら
し
た
が
得
票
率

は
0.9
％
上
昇
し
た
。

「
佐
倉
市
の
場
合
」

佐
倉
市
で
の
比
例
区
得
票

率
は
、
全
国
平
均
と
比
べ
て
、

自
民
、
公
明
は
低
い
。
民
主
、

み
ん
な
、
未
来
は
高
く
、
維

新
は
同
じ
、
共
産
、
社
民
は

低
い
。
や
は
り
、
台
風
の
目

は
維
新
（
20
％
）
で
あ
っ
た
。

「
今
回
の
選
挙
の
特
色
」

①
憲
法
違
反
状
態
（
票
の
格

差
）
の
中
で
の
選
挙
で
あ
り
、

選
挙
が
違
法
状
態
で
あ
り
、

選
挙
制
度
が
壊
れ
て
い
る
。

②
選
挙
前
か
ら
自
民
・
公
明

党
の
圧
勝
が
予
測
さ
れ
て
お

り
、
投
票
意
欲
が
下
が
り
、

投
票
率
は
前
回
（
69
％
）
よ

り
10
ポ
イ
ン
ト
も
下
が
っ
た
。

③
小
選
挙
区
選
挙
に
対
し
て
、

分
裂
す
れ
ば
負
け
る
の
に
分

裂
し
て
戦
っ
た
政
党
に
は
責

任
が
あ
る
。
（
未
来
の
党
首

は
、
民
主
党
と
各
小
選
挙
区

で
争
う
こ
と
を
事
前
に
知
ら

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
発
言
）

④
政
治
家
を
目
指
す
人
の
す

そ
野
が
狭
い
。
供
託
金
も
高

く
、
優
秀
な
勤
労
者
が
選
挙

に
出
に
く
い
。
労
基
法
に
休

職
制
度
を
設
け
る
べ
き
で
あ

る
。
国
政
へ
の
前
段
階
の
地

方
議
会
は
、
夜
間
開
催
と
し
、

勤
労
者
が
働
き
な
が
ら
立
候

補
し
活
動
可
能
と
し
て
、
政

治
家
の
裾
野
を
広
げ
る
必
要

が
あ
る
。

⑤
自
民
・
公
明
は
比
例
区
で

合
計
40
％
の
支
持
で
あ
り
、

半
数
に
達
し
て
い
な
い
の
で
、

相
変
わ
ら
ず
不
安
定
で
あ
る
。

⑥
格
差
の
拡
大
が
進
ん
で
い

る
が
、
そ
の
解
決
の
道
が
示

さ
れ
て
い
な
い
。

⑦
震
災
後
の
総
選
挙
で
あ
っ

た
が
、
原
発
問
題
へ
の
対
策

が
明
確
に
は
示
さ
れ
て
い
な

い
。

⑧
政
党
乱
立
で
あ
る
が
、
小

選
挙
区
と
比
例
代
表
の
並
立

制
な
の
で
、
比
例
区
で
当
選

し
よ
う
と
す
れ
ば
小
選
挙
区

で
乱
立
と
な
る
。
即
ち
、
小

選
挙
区
で
も
立
候
補
し
て
比

例
票
を
応
援
し
よ
う
と
す
れ

ば
、
小
選
挙
区
は
多
党
の
分

裂
選
挙
に
な
る
。
そ
し
て
、

全
体
的
に
は
小
選
挙
区
で
協

力
し
合
っ
た
勢
力
が
勝
つ
。

比
例
区
で
の
少
数
当
選
だ
け

で
も
良
い
と
考
え
れ
ば
、
分

裂
選
挙
必
至
と
な
る
。

衆
議
院
選
挙
結
果
を
考
え
る

比例区（全国）得票率を見ると

①自民は中国、北陸信越で高い。

②公明は九州、四国で高い。

③維新は近畿でダントツである。

④全国的には、かなり均一な得票率と言

える。

小選挙区（佐倉）得票率を見ると

①自民（32）、民主（30）、維新（21）

で3人が当選（復活2名）した。

② 民主（30）+維新（21）＝(51)は、

比例の民主（21）+維新（20）+みんな

（11）＝（52）とほぼ同じ。
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ワ
ー
ク
シ
ェ
ア

現
在
、
非
正
規
雇
用
者

は
３
分
の
一
に
達
し
て
い

ま
す
。
技
術
進
歩
に
よ
る

少
人
数
・
大
量
生
産
、
円

高
・
国
際
分
業
で
の
仕
事

量
減
少
に
よ
り
失
業
者
も

多
い
状
態
で
す
。
今
、
ワ
ー

ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
（
一
人

当
た
り
の
労
働
時
間
を
減

ら
し
て
、
働
く
人
を
増
や

す
）
に
よ
る
格
差
是
正
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

格
差
は
5
倍
超

非
正
規
労
働
者
（
１
８

０
０
万
人
）
の
労
賃
は
時

間
単
価
千
円
未
満
程
度
で

し
ょ
う
が
、
公
務
員
（
４

０
０
万
人
）
の
生
涯
時
間

単
価
は
５
千
円
と
な
っ
て

お
り
、
格
差
は
５
倍
を
超

え
て
い
ま
す
。

問
題
は
こ
の
４
０
０
万

人
分
の
収
入
が
１
８
０
０

万
人
分
の
収
入
よ
り
多
く
、

４
０
０
万
人
分
の
給
与
は

税
金
で
支
払
わ
れ
て
い
る

こ
と
で
す
。
参
議
院
も
格

差
が
５
倍
以
上
で
憲
法
違

反
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
賃
金
格
差
も
そ
れ
に

近
い
レ
ベ
ル
で
し
ょ
う
。

労
働
市
場
の
流
動
化

今
回
の
選
挙
で
は
、
日

本
維
新
の
会
が
台
風
の
目

と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
維

新
の
会
は
労
働
市
場
の
流

動
化
を
唱
え
て
い
ま
す
。

即
ち
、
現
在
、
良
い
職
業

に
就
い
て
い
る
人
々
を
固

定
化
し
な
い
で
、
そ
れ
以

外
の
人
々
と
入
れ
替
え
が

出
来
る
よ
う
な
社
会
を
目

指
す
と
言
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
賛
成
す

る
人
は
多
い
で

し
ょ
う
。

公
務
員
へ
の
導
入

勤
労
者
の
味
方
を
言
う

勢
力
も
、
ワ
ー
ク
シ
ェ
ア

リ
ン
グ
（
時
短
希
望
者
が

労
働
時
間
を
縮
め
、
そ
の

時
短
部
分
に
他
の
人
が
同

じ
労
働
単
価
で
就
業
）
を

導
入
す
る
こ
と
で
、
労
働

市
場
の
流
動
化
を
訴
え
る

べ
き
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、

ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
は

争
点
化
し
て
い
ま
せ
ん
が
、

維
新
の
労
働
市
場
の
流
動

化
は
歓
迎
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
で
は
、
社
会
民
主
主

義
勢
力
が
伸
び
悩
ん
で
い

ま
す
。
そ
れ
は
、
労
働
市

場
の
流
動
化
（
ワ
ー
ク
シ
ェ

ア
リ
ン
グ
に
よ
る
）
を
訴

え
な
い
こ
と
に
も
原
因
が

あ
る
で
し
ょ
う
。
ワ
ー
ク

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
を
ま
ず
、

公
務
員
に
導
入
す
べ
き
で

す
。

前
副
市
長
鎌
田
氏
の
任

期
を
残
し
た
不
可
解
・
不

明
朗
な
突
然
の
辞
任
。
そ

の
疑
問
解
消
の
た
め
に
毎

回
質
問
し
て
い
る
。

◇
退
職
申
出
書
の
真
偽

今
議
会
で
は
、
鎌
田
氏

か
ら
提
出
さ
れ
受
理
し
た

退
職
申
出
書
が
、
本
当
に

鎌
田
氏
の
意
思
で
書
か
れ
、

進
ん
で
提
出
さ
れ
た
も
の

か
、
そ
の
点
を
明
ら
か
に

す
る
目
的
で
質
問
し
た
。

◇
本
当
に
慰
留
し
た
の
か

鎌
田
氏
辞
任
以
降
、
今

ま
で
市
長
は
「
こ
の
辞
任

は
本
人
の
一
身
上
の
都
合
で

あ
り
、
そ
の
事
情
は
分
か
ら

な
い
。
鋭
意
慰
留
に
努
め
た

が
叶
わ
な
か
っ
た
」
の
一
点

張
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
私

や
何
人
も
の
市
民
が
鎌
田
氏

か
ら
裏
事
情
、
つ
ま
り
「
市

長
、
執
行
部
か
ら
辞
め
る
よ

う
に
圧
力
が
か
か
り
、
退
職

申
出
書
も
用
意
さ
れ
た
も
の

に
署
名
捺
印
し
た
」
こ
と
を

聞
い
て
い
る
。
ど
ち
ら
が
真

実
な
の
か
？

鋭
意
慰
留
さ
れ
た
こ
と
も

無
い
、
通
常
は
辞
め
る
理
由

を
自
分
で
書
く
の
が
普
通
な

の
に
、
「
一
身
上
の
都
合
」

と
い
う
文
字
が
既
に
印
字
さ

れ
て
い
る
用
紙
が
用
意
さ
れ

た
事
な
ど
は
、
鎌
田
氏
が
市

民
に
対
し
て
嘘
を
言
う
必
要

の
な
い
こ
と
で
あ
る
。
だ
が

市
長
は
自
発
的
な
辞
任
だ
と

言
い
続
け
て
い
る
。

◇
辞
め
た
本
当
の
理
由
は
？

何
度
も
言
っ
て
い
る
が
、

鎌
田
氏
の
存
在
が
市
民
に
と
っ

て
不
利
益
で
辞
任
し
て
も
ら
っ

た
の
な
ら
、
そ
の
理
由
の
理

解
を
市
民
に
求
め
る
べ
き
で

あ
る
。
何
ら
か
の
圧
力
を
か

け
て
辞
め
さ
せ
た
な
ら
そ
の

理
由
は
何
か
？
佐
倉
市
は
市

民
の
も
の
。
市
長
の
恣
意
的

独
断
は
許
さ
れ
な
い
。
単
に

力
づ
く
で
辞
任
を
迫
っ
た
の

な
ら
、
パ
ワ
ハ
ラ
に
も
つ
な

が
る
で
あ
ろ
う
。

市
長
、
鎌
田
氏
、
執
行
部

の
話
し
合
い
の
場
に
居
合
わ

せ
、
こ
の
間
の
事
情
を
熟
知

し
て
い
る
人
々
も
い
る
と
聞

く
。
少
し
づ
つ
真
実
は
伝
わ
っ

て
く
る
と
思
う
。

わ

だ

け
い
こ
（
佐
倉
市
議
会
議
員
）

和
田
恵
子

Ｈ
24
年
月
12
月
４
日

佐倉市民オンブズマン 市議会での一般質問
-３-

か
み
の
や
ま
ひ
ろ
お
（
佐
倉
市
議
会
議
員
）

上
ノ
山
博
夫
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日

昨
年
の
大
津
の
い
じ
め
問

題
で
は
、
い
じ
め
の
悲
惨
さ

が
改
め
て
認
識
さ
せ
ら
れ
て

日
本
中
に
大
き
な
問
題
を
投

げ
か
け
た
。

佐
倉
市
の
い
じ
め
認
知
数

は
、
小
中
学
校
で
平
成
23
年

度
１
３
１
件
、
平
成
24
年
度

56
件
（
１
学
期
ま
で
）
で
あ

る
。
し
か
し
認
知
さ
れ
る
の

は
氷
山
の
一
角
と
言
わ
れ
て

い
る
。
こ
の
数
字
の
裏
側
に

見
え
て
い
な
い
多
く
の
い
じ

め
も
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

そ
の
為
に
は
他
自
治
体
で

も
制
定
さ
れ
始
め
た
「
い
じ

め
防
止
条
例
」
を
制
定
し
、

社
会
全
体
で
い
じ
め
を
監
視

し
て
い
る
ん
だ
よ
と
い
う
こ

と
を
発
信
し
て
抑
止
力
と
し

た
い
。
こ
の
提
案
に
対
し
市

長
は
「
市
で
は
既
に
人
権
尊

重
・
人
権
擁
護
都
市
宣
言
が

あ
り
、
い
じ
め
や
差
別
を
許

さ
な
い
町
作
り
に
努
め
て
い

る
」
の
で
不
要
と
答
弁
。

な
ら
ば
な
ぜ
ま
だ
１
０
０

件
を
超
え
る
い
じ
め
が
発
生

し
て
い
る
の
か
。
は
っ
き
り

と
「
い
じ
め
防
止
」
を
謳
っ

た
条
例
を
制
定
し
て
市
民
全

体
で
声
高
に
い
じ
め
を
許
さ

な
い
こ
と
を
発
信
す
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

「
い
じ
め
防
止
条
例
」
の
制
定
が
必
要
だ

前
副
市
長
の
退
職
申
出
書
は

自
主
的
に
提
出
さ
れ
た
も
の
か
？

◆
順
天
堂
大
と
の
連
携

こ
の
度
、
市
は
順
天
堂
大
学

と
連
携
協
定
を
結
ん
だ
。
順
天

堂
大
学
に
は
、
加
齢
制
御
医
学

講
座
教
授
で
、
抗
加
齢
医
学
の

第
一
人
者
の
白
澤
卓
二
先
生
が
、

認
知
症
や
老
化
予
防
の
た
め
の

食
事
や
運
動
、
脳
の
活
性
化
に

つ
い
て
積
極
的
に
情
報
発
信
さ

れ
て
い
る
。

ま
た
、
昨
年
12
月
に
は
同
大

学
主
催
で
「
全
国
健
康
な
ま
ち

づ
く
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
ｉ

ｎ
さ
く
ら
」
が
開
催
さ
れ
た
。

住
民
の
健
康
と
幸
福
を
地
域

ぐ
る
み
で
高
め
よ
う
と
い
う
自

治
体
の
取
り
組
み
を
、
白
井
市

や
習
志
野
市
の
市
長
も
紹
介
し

て
い
た
。

順
天
堂
大
学
と
の
連
携
協
定

を
機
に
、
「
健
康
寿
命
延
伸
都

市
・
佐
倉
」
と
し
て
、
同
大
学

の
研
究
成
果
を
佐
倉
市
民
の
健

康
維
持
・
増
進
に
さ
ら
に
具
体

的
に
活
用
す
べ
き
だ
。

◆
他
市
の
取
り
組
み
事
例

【
群
馬
県
高
崎
市
】

「
ひ
ら
め
き
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」

と
い
う
介
護
予
防
事
業
を
群
馬

大
学
医
学
部
と
連
携
し
実
施
。

有
酸
素
運
動
で
あ
る
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
に
よ
る
脳
の
活
性
化
に
加

え
、
人
と
の
会
話
や
交
流
を
し

な
が
ら
季
節
の
花
を
探
し
た
り

俳
句
を
作
る
な
ど
の
課
題
を
持
っ

て
楽
し
み
な
が
ら
運
動
す
る
こ

と
に
よ
り
、
認
知
症
移
行
へ
の

リ
ス
ク
を
低
減
さ

せ
る
と
い
う
も
の
。

【
埼
玉
県
坂
戸
市
】

女
子
栄
養
大
学

と
連
携
し
、
「
坂
戸
市
葉
酸
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
始
め
た
。
認

知
症
や
脳
梗
塞
、
心
筋
梗
塞
予

防
に
効
果
が
あ
る
と
言
わ
れ
る

葉
酸
に
着
目
。
産
官
学
共
同
で

葉
酸
を
添
加
し
た
特
産
物
（
パ

ン
・
卵
）
の
開
発
や
葉
酸
を
含

ん
だ
地
場
野
菜
（
緑
黄
色
野
菜
）

の
消
費
も
促
し
、
地
域
経
済
の

活
性
化
に
寄
与
し
て
い
る
。
医

療
費
や
介
護
給
付
費
の
抑
制
に

も
繋
が
り
、
一
石
二
鳥
三
鳥
も

の
効
果
が
あ
る
と
い
う
。
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格
差
是
正
に
は

ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
の
導
入
を

老
化
予
防
で
、
順
天
堂
大
と
の
連
携
強
化
を

佐
倉
市
の
二
次
予
防
調
査
（
要
介
護
・
要
支
援
認
定
を
受
け

て
い
な
い
８
千
名
が
対
象
）
に
よ
る
と
、
志
津
地
区
、
臼
井
・

千
代
田
地
区
で
、
認
知
機
能
低
下
が
見
ら
れ
る
方
は
約
千
８
百

名
。
今
後
の
高
齢
者
増
を
考
え
る
と
、
認
知
症
予
防
事
業
へ
の

取
り
組
み
が
重
要
だ
。



会派 人数 各会派所属議員

さくら会 13
為田　橋岡　井原　石渡　松原
川名部　桜井　山口（議長）
清宮　押尾　中村　桐生　望月

公明党 5 久野　小須田　柏木　岡村
森野

佐倉市民ネッ
トワーク 3 大野　伊藤　五十嵐

佐倉市民
オンブズマン 2 和田　上ノ山

みんなの党 2 岩井　村田

無会派 3 ①民主党高木　②共産党萩原
③新社会党冨塚

全
体

さ
く
ら
会

公
明
党

②
共
産
党

△ ○ × × ○ × ○ ○ ○
△ ○ × × × × ○ ○ ○
△ ○ × × × × ○ ○ ○
○ × ○ ○ ○ ○ × × ○
△ ○ × × × × ○ ○ ○

③
新
社
会
党

①
民
主
党

佐
倉
市
民

オ
ン
ブ
ズ
マ
ン

み
ん
な
の
党

市
民
ネ
ッ

ト

11月議会　賛否一覧表
賛成○　賛成少数△ 反対×　欠席－

主　な　議　案
消費税の増税中止を求める請願

国民健康保険制度を守り、改善を求める陳情
年金引き下げをやめることを求める陳情

大学誘致に関する意見書
原子力発電所の稼働をさせない意見書
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今
議
会
の
議
案
か
ら

①
一
般
会
計
補
正
予
算

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
約
4
億

2
千
万
円
増
で
補
正
後
の
予
算

額
は
約
435
億
2
千
万
円
と
な
る
。

歳
出
で
は
民
生
費
が
大
き
い
。

こ
れ
は
、
障
害
者
介
護
給
付
事

業
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
が
日
常

生
活
の
支
援
を
行
う
ホ
ー
ム
ヘ

ル
プ
サ
ー
ビ
ス
）
、
障
害
者
訓

練
等
給
付
事
業
（
自
立
に
向
け

て
の
訓
練
、
一
般
就
労
に
向
け

て
の
支
援
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

で
の
日
常
生
活
関
連
動
作
の
支

援
）
等
の
対
象
者
の
増
加
に

よ
る
も
の
。

ま
た
施
設
整
備
推
進

事
業
（
約
1
億
７
千
万

円
）
は
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

や
特
養
の
整
備
、
開
設
に
対
す

る
負
担
金
、
交
付
金
で
あ
り
県

支
出
金
で
あ
る
。

②
第
１
次
一
括
法
（
地
域
の
自

主
性
及
び
自
立
性
を
高
め
る
為

の
改
革
の
推
進
を
図
る
為
の
関

係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
）

の
改
正
に
よ
る
条
例
制
定

「
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
基
準

条
例
」
「
地
域
密
着
型
介
護
予

防
サ
ー
ビ
ス
基
準
条
例
」
等
が

厚
労
省
令
参
酌
、
佐
倉
市
の
独

自
規
程
の
も
と
で
定
め
ら
れ
た
。

こ
れ
ら
に
よ
り
市
民
生
活
が
よ

り
良
き
も
の
と
な
る
よ
う
期
待

す
る
。

③
指
定
管
理
者
の
指
定

平
成
28
年
3
月
31
日
ま
で
の

「
南
部
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
」

「
老
人
憩
の
家
う
す
い
荘
」

「
同
千
代
田
荘
」
「
同
志
津
荘
」

の
指
定
管
理
者
が
決
定
し
た
。

い
ず
れ
も
継
続
指
定
と
な
っ
た
。

④
「
原
発
の
稼
働
を
さ
せ
な
い

こ
と
を
求
め
る
」
意
見
書
（
市

民
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
提
出
）

政
権
交
代
で
「
脱
原
発
」

の
先
行
き
が
不
透
明
に
な
っ

て
き
た
。
同
じ
惨
事
を
二
度

と
繰
り
返
し
て
は
な
ら
な
い

し
、
将
来
に
禍
根
を
残
さ
な

い
た
め
に
も
原
子
力
発
電
所

の
稼
働
を
さ
せ
な
い
こ
と
を

求
め
た
が
さ
く
ら
会
、
公
明

党
、
み
ん
な
の
党
、
民
主
党

の
反
対
で
否
決
と
な
っ
た
。

-４-

門
松
カ
ー
ド
の
起
源

日
本
で
は
、
古
来
よ
り
正
月
に
門

松
を
飾
る
風
習
が
あ
り
ま
す
。
し
か

し
、
Ｓ
28
年
頃
に
松
の
伐
採
防
止
、

門
松
飾
り
の
自
粛
の
声
が
上
が
り
ま

し
た
。
Ｓ
29
年
に
は
主
婦
連
合
会
、

全
国
知
事
会
、
地
方
自
治
体
で
協
議

さ
れ
、
松
の
木
の
保
護
や
伝
統
文
化

の
継
承
を
目
的
に
「
門
松
カ
ー
ド
」

が
作
ら
れ
た
よ
う
で
す
。

佐
倉
市
の
門
松
カ
ー
ド

佐
倉
市
で
は
「
門
松
カ
ー
ド
」
を

印
刷
し
て
公
共
施
設
等
（
54
か
所
）

に
配
置
す
る
ほ
か
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。
Ｈ
17

年
度
か
ら
は
全
戸
配

布
を
や
め
て
、
5
万

枚
を
印
刷
（
今
年
度

は
11
万
５
千
円
で
）

し
て
い
ま
す
。

お
話
を
聞
く
と
、

60
歳
代
以
上
の
方
で
は
「
も
ら
っ
て

飾
っ
て
い
る
」
が
多
く
、
「
無
料
だ

か
ら
」
が
大
多
数
で
長
年
の
習
慣

（
団
塊
の
世
代
の
子
ど
も
の
頃
に
門

松
カ
ー
ド
が
登
場
）
の
よ
う
で
す
。

60
歳
以
下
の
方
々
は
「
も
ら
っ
て

な
い
」
「
市
販
の
物
を
飾
る
か
ら
要

ら
な
い
」
「
他
県
で
は
無
か
っ
た
。

税
金
の
無
駄
遣
い
で
す
ね
」
と
い
う

意
見
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
。

11
万
円
あ
れ
ば

百
円
シ
ョ
ッ
プ
で
も
立
派

な
「
門
松
カ
ー
ド
」
が
買
え

ま
す
。
自
分
で
描
け
ば
税
金
を
遣
わ

な
く
て
も
済
み
ま
す
。

11
万
円
あ
れ
ば
、
1
万
円
ず
つ
、

11
人
に
奨
学
金
を
供
与
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。
放
課
後
に
ア
ル
バ
イ
ト

の
高
校
生
を
見
ま
す
が
、
１
万
円
を

稼
ぐ
に
は
時
給
８
１
０
円
で
、
約
12

時
間
で
す
。
放
課
後
２
時
間
ず
つ
働

く
と
し
て
、
６
日
働
か
な
い
と
い
け

ま
せ
ん
。

市
内
に
は
、
水
道
（
20
万
円
程
度

で
設
置
可
）
の
無
い
公
園
が
多
く
、

避
難
訓
練
時
に
も
困
り
ま
す
。
炊
き

出
し
に
は
、
近
所
の
家
か
ら
ホ
ー
ス

で
水
を
も
ら
う
等
不
便
で
す
。
子
ど

も
が
怪
我
を
し
て
も
す
ぐ
に
傷
口
を

洗
え
ま
せ
ん
。

ま
た
、
側
溝
の
蓋
の
無
い
地
域
も

多
く
、
足
を
踏
み
外
し

て
怪
我
を
し
て
い
ま
す
。

数
年
分
の
税
金
で
こ

れ
ら
が
改
善
で
き
ま
す
。

市
の
職
員
も
「
門
松

カ
ー
ド
」
の
発
注
、
配

布
、
回
収
、
保
管
と
、

か
な
り
の
手
間
を
要
し
、
人
件
費

（
平
均
時
給
５
千
円
）
は
印
刷
費
よ

り
格
段
に
掛
か
り
ま
す
。
他
県
・
他

市
で
は
『
税
金
の
無
駄
遣
い
』
だ
と

廃
止
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

『
佐
倉
市
を
住
み
よ
い
町
に
！
』

あ
な
た
は
「
門
松
カ
ー
ド
」
を

ど
う
考
え
ま
す
か
？

奈
良
扶
規
子

（
４
８
９
・
８
１
４
２
）

「
空
間
放
射
線
測
定
器
を
貸
し
出
し

て
い
ま
す
」
下
記
に
電
話
を
ど
う
ぞ
。

11
月
定
例
会
概
要

市
長
提
出
議
案
は
一
般
会
計
補
正
予
算
（
主
な
増
額
は
国
保
特
別
会
計

へ
の
繰
出
経
費
、
障
害
者
関
連
へ
の
支
出
、
介
護
保
険
特
別
会
計
介
護
給

付
費
へ
の
繰
出
経
費
等
）
、
第
１
次
一
括
法
の
改
正
に
よ
る
「
地
域
密
着

型
サ
ー
ビ
ス
基
準
条
例
」
、
「
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
基
準
条
例
」
等
の
制

定
、
南
部
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
等
４
施
設
の
「
指
定
管
理
者
の
指
定
」
、

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
な
ど
31
件
。

そ
の
他
請
願
２
件
及
び
陳
情
４
件
（
６
件
す
べ
て
不
採
択
）
。

議
員
提
出
議
案
は
６
件
（
可
決
３
件
）
。
こ
の
内
、
「
原
発
の
稼
働
を

さ
せ
な
い
こ
と
を
求
め
る
意
見
書
」
は
又
も
否
決
さ
れ
た
。

トピックス

門
松
カ
ー
ド
で
考
え
る

請
願
は
身
近
な
政
治
参
加

請
願
は
官
公
署
へ

請
願
と
い
う
言
葉
は
、
時
々
耳
に
す
る

と
思
い
ま
す
。
国
会
、
県
議
会
、
市
議
会

へ
も
請
願
が
出
さ
れ
ま
す
。

し
か
し
請
願
は
、
議
会
だ
け
で
な
く
、

官
公
署
に
だ
せ
ば
、
官
公
署
は
誠
実
に
処

理
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

頼
り
に
な
る
憲
法
16
条
と
請
願
法

請
願
は
、
憲
法
16
条
、
請
願
法
に
定
め

ら
れ
内
容
は
次
の
様
に
比
較
的
簡
単
で
す
。

「
請
願
を
す
る
時
は
住
所
氏
名
を
書

き
、
所
轄
の
官
公
署
に
書
面
で
提
出

す
る
。

所
轄
の
官
公
署
は
誠
実
に
処
理
す

る
義
務
を
負
う
。

請
願
の
提
出
先
が
誤
っ
た
官
公
署

に
提
出
さ
れ
た
場
合
、
受
け
取
っ
た

官
公
署
は
正
当
な
官
公
署
へ
送
付
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
請
願
を
行
っ
た
こ
と
に
よ
り
、

何
人
も
差
別
を
受
け
な
い
」

行
政
か
ら
回
答
が
得
ら
れ
ま
す

請
願
（
名
称
は
質
問
書
な
ど
で
も
可
）

を
行
う
こ
と
は
、
誰
で
も
（
未
成
年
者
、

外
国
人
、
居
住
し
て
い
な
く
て
も
）
で
き

ま
す
。
メ
ー
ル
や
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
電
話
で
も
略

式
と
し
て
可
能
で
し
ょ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
行
政
に
意
見
、
質
問
、

要
望
な
ど
が
あ
る
時
は
だ
れ
で
も
、
そ
れ

を
伝
え
、
そ
れ
に
対
す
る
回
答
を
得
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
を
大
い
に
活
用
し

ま
し
ょ
う
。
佐
倉
市
民
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
で

は
、
請
願
の
ご
相
談
に
も
応
じ
ま
す
の
で

気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。


